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図29 C 区遺構検出状況実測闊 (Scale = 1 : 100 



微高地上 の逍構で唯一居住形態を示すものに掘立 柱建物跡がある。 柱の痕跡を明瞭に残すものは1号柱穴 - 3

号柱穴の3 基の みである。 1号柱穴は直径52cmの円形を呈し 、 中心よりやや北東寄りに直径18cmの柱の痕跡が位

置している。 2号柱穴は 1号 柱穴より北西方向に3.lmの間隔をもち位置している。 直径1 9cmの柱の痕跡は北西

で、 埋土からは土器破片が出土した。 1号 柱穴より北東に5 .6mの位謹に 3号柱穴がある。柱の痕跡は中央で直径

23cmを測る。 調査区内で確認し得る規模は1間X 1間であるが、 調壺区外や 、 他士坑との関連でさらに 大規模に

なる可能性は否定できない。

掘立柱建物跡検出状況（北東から） 掘立柱建物跡検出状況（南東から）

掘立柱建物跡の柱穴列のはほ中央に 、 長軸60cm ・ 短軸5 4cm· 深さ40cmを測る3号土坑がある。 柱穴士坑とは異

なり柱の痕跡は検出されず 、 埋土下層から底面までの間に土師器群一括出土を みたことからも土器埋納土坑と考

えら れる。 出土した土師器の器種構成は 、 高 杯 杯部2 、 高 杯脚柱部（筒形） 2 、 高 杯脚部 （裾広形） 1 、 小形 丸底

土器（壺形） l 、 ミニチュア土器1で、 図示でぎなかったが甕胴部破片等かある。 と〈に土師器直口壺はほぼ完形

で3個体出土している。 出土量は少ないが、 良好な一括資料としてとらえる ことができる。

356.SQm 

3
4

77
5
 

356.SQm 

図27
3号土坑遺物検出状況（北東から）
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(4) C区の遺構

調査区の西側に位置する。 当区における微高地は、 上 段• 中段・下 段と3 段階に分か れ そ れぞ れ落ち込みない

しは溝で区画している。 微高地上 段は標高356.8 9mを最高点とし 、 東側のB区との境界から南と西双方に若干傾

斜している。 A · B区において落ち込みラインが北東方向であったのに対し 、 緩やかに弧を描きながら北西へ向

きを変じ 、 隅丸方形状を呈している。 微高地中段は標高356. 60m付近で、 西側の下 段とは幅 40cm· 深さ 5- 6 cm 

を測る溝で区画さ れ、 南の低地部分とは幅50 -8 0cm· 深さ30cmを測る溝で区画さ れている。 微高地下 段は標 高

356.50m付近で、 上 段との差は約30cmである。 A区ほどの 遺物 多量出土はみら れなかったが 、 土器片• 石材 ・ 木

材等の包含層が、 3層にわたり堆積している。

微高地上 段より検出した遺構は小穴 5基のみである。 いず れも 直径20 -26cm 、 深さ20-25cmの規模である。 3

基が 直線上に並ぶが、 規則性については 明確にし得なかった。 南落ち込みの肩部に土坑l基検出した。 性格は不

明であるが 、 B区の3基と同じ性格のものと類推さ れる。 下 段より比較的規模の大きな土坑2基を検出した。 1 

号 土坑は 直径1.68 m ・ 深さ60cmを測る円形を呈し 、 木材片• 石材等を埋土下層中 に含んでいる。 さ らに北側に深
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図28 C区遺構全体図(Scale =1 : 200、 断面標高の み1 : 100) 
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さ4 0cmの 不整形土坑を検出した。 あたかも2 基の土坑が接しているようであるか、 遺物は出土しなかった。 中段

と低地部分を区画する溝は、 集石遺構より発し南西方向に延びて微高地と低地部を区画しているものと思われる。

微高地側の肩部より深さ25 cm程度の2 基の小土坑を検出したが、 性格は不 明である。 中段と下段を区画する溝は 、

上述の溝より発しさらに北方へ延びている。 同様に中段側に深さ10cm規模の小土坑3 基を検出したが性格は不 明

である。

微高地上段と中断の境界部から南東方向に、 全長16m ・ 幅 約2. 4m規模の帯状の集石遺構を検出した。 上段より

南西方向へ発し 、 中段と低地を区画する溝の発する地点で南東方向に向きをかえている。 B区との境界畦の中に

向かっているが、 B区のトレンチからは検出されないためさらに連続するものではない。 石材は転がりにより角

のとれた人頭大の山石が主となり、 葺石状に密集している。 現状での集石の高さは2 - 3 段積 み上げたものであ

るが、 低地側に崩落の状況が看取される。 復元す れ ば、 4-5 段の 高 さがあったと思われる。 この集石の両側か

ら 木材片が検出された。 1点の み集石上に横たわっているが、 他は集石の両側一面 に沿うように出土している。

集石の微高地側に大形の木材片が多く 、 板状に加工されている。 さらに杭状木材が、 微高地側に2 本、 集石の中

に 1本地面に刺さった状態で検出された。 大形の板材が杭状木材に接しており、 あたかも押えているかのようで

ある。 集石の低地側には自然木の枝部分が多く 、 また炭化材も1本検出されている。 植物種子4 片の出土を みた

が、 土器等は極めて少ない。 遺構の性格として、 微高地上段の隅角を氾濫時の乱流から保護する防護堤的な 施設

の可能性が考えら れる。 また低湿地帯への導入路的な役割も想定できる。
--� 

C区全景（西から）

C区検出状況（下段から） C区検出状況（上段から）
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全景（南西から）

全景（南から）

河夏lは名論奮がな渭■鴫置冨
木材• 土器出土状況（北東から） 杭状木材検出状況（南束から）

C区集石沿構検出状況
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図26 B 区遺構検出状況実測図 (Scale= 1 : 100、 a



2 遺 物

(1)土師器

実測するにあ たっては、 口縁部から底部まで一部分でも連続して遺存するものは全て図示し、 口縁部のみ残存

するものは明確に半径 のわかるもの 、 底部のみの場合は胴下半まで残存部分があるもの 、 等を原則として図に表

わした。

なお、 実測図掲載以外の土器破片数 量に関しては、 分類毎に識別でき た範囲内で 、 個体数を計数して［ ］内

に表示した。 計数が不確実と思われるものについては、 識別でき た破片の総重量を表示した。 ま た 、 補足として 、

破片総重贔から割り出される個体数を 、1/4破片の重さを基礎に試算したが、 これはあくまでも仮定であ り、重醤

を個体数に換算した一つの目安とお考えいただき たい。

壺〔図33·34 1 -26〕

ロ縁部の形態から 2類に大別した。

I 類有段口縁壺(1 -15) は、 a-口縁部が強く外反するもの( 1 ·2 ·7 ·8 )、 b ー ロ縁部の段に凸帯を有す

るもの( 3 - 6 )、 c-受口状になるもの(10-13)、 d ー ロ縁部が外反肥厚するもの(14·15)とがある。 2 は口縁

端部で強〈そ り返 り真横になるのを特徴とする。 4 は口縁部外面はヨコナデ後ヘラミガキが施され 、 胴部は縦方

向の（以下「縦」と略）ハケメ後ヘラミガキ 、 内面は横方向の （以下「横」と略）ハケメが施される。 13は赤褐色を

主し、 口縁部には縦ヘラミガキ 、胴部は縦ハケメが施され 、内面はヨコナテが施される。14は灰褐色を呈し焼成も

非常に堅緻でハケメ後ヘラミガキが丁寧に施される。

II類直口縁壺は、 aー ロ縁部がやや強く外反するもの(16-18)、 b 一 直線的に外反するもの(19-22) かあ り、

器而調整はハケメ後ヘラミガキが施される。 18の内面は縦ま たは横ハケメが不規則 に施されている。 19はヨコナ

デ後縦ヘラミガキが丁寧になされており薄手小形で外面はス ス黒くなっている。[ I·II類 口縁部破片 重量4.0

kg] 

甕〔図34-36 27-77〕

I 類小形甕(27-33)、 II類中形甕(34-71)、 III類 大形厚手甕(72·73)に大別出来 、 また 、 II類 においてはさら

に細別が可能である。

I 類2$は胴部に縦ハケメが施され 、 底部付近にはケズリがみられ 、 頸部内面には指頭痕が残されている。 33は

胴部にヘラ状工具による縦の沈線文が施される。［口縁部破片 重量2.9kg] 

II類は、 a ー ロ縁部が緩く外反し、 口端部に面があるもの(34-37·42-43) で 、 胴肩部に僅かに 横ハケメか見

られ 、 球形の体部を呈す。 b ー ロ縁部がくの字に強く外反するもの(38-41)、 C ー ロ縁部が肥厚外反し、 胴部は

いびつになるものもある(44-46)。 d ー ロ縁部がやや長めに強〈外反し、 口端部に面があるもの(47-48)と薄く

なるもの(49-50)がある。 い ずれもハケメ調整が施され 、 50は口縁部と 胴部は横ハケメで頸部に縦ハケメが施さ

れるものである。 e ー ロ縁部が内弯し、 口唇か内側に折り返すように面をつくっているもの(63) は白褐色を呈

し、 胎土に黒または赤褐色のゴマのよ うなツブップが混入し、 布留式新相の影響を受け た北陸系の様相を呈する。

f ー ロ縁部が内弯し短いもの(64)、 g —小形の粗製土器で 口縁部が非常に短く外反するもの(65)、 h 一 胴部が卵

形になり、 口縁部がやや長めにくの字に外反するもの(66-67·69-70) と緩〈外反するもの(68) とあ って 、 71
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はそ の胴部片である。 底部は尖底 気味になる。 51-6 2はa-dの胴部及び 底部で 球形 あるいは底部に きてすぱま

るやや雁平球的な形態を呈し 、 底部は平底が主体で、 ケズリにより 底部を形作るものも ある(55·57·59-61)。［ロ

縁部破片 重最24. 4kg+ 100 g = 244個体分］

III類の大形 厚手を呈するものは出土量は少ない。 72は口縁部片で 口径28cm 、 頸部径23 .2cmを計る。 器面は荒れ

ていて 、 調整痕は不 明瞭であるが横ハケメが施されていたものと思われる。 73は頸部径17cm 、 胴部最大径約43.6

cmを計り 、器 高はおよ そ70cm近く なると推定されるが、有段 口縁をもつ壺かもし れない。［底部 9 個体］

台付甕〔図36 75-78〕

いず れも底部の みの出土で、 小形(75-76) と 中 形 (77-78) があり、 77はハケメが顕著に 遺存している。 77·

78は台付甕というより他の特殊な器種かもし れない。

高杯〔図37-41 79-225〕

すべて破損して出土し 、 何個体かは復元して全容が明らかになったものも あるが、 多く は杯部と脚部に分断さ

れているので 、実測する場合 、 原則的に 杯部なら口縁部から杯 底部まで接合できたもの 、 脚部ならば 頸部から裾

部まで接合できたものを行ない 、杯部だけ あるいは脚部だけというものの方が 圧倒的に 多いので形態的に分類す

るのも困難ではあるがこ こでは脚部は杯部に付随するものとして考え 、 杯部 主体に分類し 、 口縁部の形態的特徴

から I -VIII類に大別した。

I類(79-97)は口縁部が外反し 、 脚部は筒形を呈するものである。 a- fに細別可能で、 a ー ロ縁端部が薄く

なるもの(79-82)で、 器面調整は遺存状態が悪く 殆ど不 明瞭であるが、杯部についてはヨコナデ後縦ヘラミガキ

が施されたものが多い。 b ー ロ縁端部が丸みを帯びるもの(83-85)、 C 一端部に面があるもの(86-91) がある。

86 はヨコナデ後横ヘラミガキが施されるものである。d ー ロ縁部が外反し 、杯部の稜が不 明瞭なもの(94-95)e -

厚手のもの(96) f 一杯部が深形のもの(97)で、 杯部内面に横ハケメを 明瞭に残し杯 底部外面はハケメ後横ヘラ

ミガキが施され 、胎土は黒褐色を呈し異質である。 I類の脚部については、 筒部は縦ヘラミガキが施され 、 裾部

は横ヘラミガキになるのが主体である。

I I類(98-121)は、 口縁部がほぼ直線的に外開し脚部が 筒形を呈するもので、 a ー ロ縁端部が丸みを帯びるも

の(98-108)、 b ー ロ縁端部が 薄く すっとなるもの(109-115)、 C 一 杯部内面に 口縁部と 杯部の境界の稜があるも

の(116-117)、 d ― 薄手のもの(118-119)、 e — 厚手で ボテッとしているもの(120-121) とに分類した。 98·99

は杯部の器面調整に ヨコナデ後縦ハケメが施されるもので 、脚部も縦ハケメが施される。 100 -121はヨコナデ後

縦ヘラミガキの 施されるのが多く 、僅かに10 8に横ヘラミガキがみられる。 10 9-118は焼成も 良好で器面調整も丁

寧であり、 特に116 は放射状に ヘラミガキが施され 、 暗文風である。 120 は口径15.0cmの小形品である。

III類 (122-123)は厚手で 杯部が 逆三角形を呈し、 脚部は筒形と思われるもので、 122は遺存状態は良く ないが

ヘラミガキ痕がみられる。

IV類(124)は、 口縁部が直線的に外開し深形で、 口縁端部に きて内弯する形を呈し 、 脚部は筒形である。 内外

面はヨコナデ後細かい縦ヘラミガキが 丁寧に 施されるものである。

V類(125)はB区出土のもので 、 口縁部か直線的に外開し 、 杯部は中 形で深く 、 脚部 裾内面に 一部横ハケメか

みられる。

127-159の脚部形態は1-V類に付随するものとし 、 筒形の脚部はこ こに 一括掲載した。筒部の形態からa-g

に細分し 、 a — 筒部か直線的で 裾部かめ〈れ上り 気味になるもの(126-128·132)、 b 一 筒部と 裾部の境界の広が
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りが 8 cm前後のもの(129-131 ・ 133-140·158)、 C 一筒部か 5 - 6 cmと短く、 それに比して裾部の広かりが14cm前

後と長いもの(141-142)、 d ― 筒部の長さに比して裾部の広がりが短いもの(143-144)、 e —筒部と裾部の境界

がなだらかなもの(145-147·159)、 f 一 筒部がふくらみを持って 胴張形を呈するもの(148-156)、 g — 厚手のも

の(157) とがある。 筒形脚部についての製作技法は、 粘土紐の巻き上げが主体をなしてい るが、いっきに筒部を

構成するのではなく、粘土紐を 2本使って 2 段階に成形するものもある。 外面の調整は筒部は 縦ヘラミガキ 、 裾

部は横ヘラミガキが施 されるが、1 54·155·156·158のように縦ハケメ後ヘラミガキが施されるものや、159は外

面はハケメのみで終っているものもある。 内面については裾部はヨコナデが主体であるが、 筒部には粘土紐痕が

顕著に残っているもの、途中までヨコナデが施されるもの、 指頭によるナデつけかなされたもの等かある。 また、

杯部との接続は粘土のホゾを使用している。

［筒形脚部破片456個体（内訳： a·b -115個体 、 C·d-17個体 、 f -33個体、 穿孔の脚部21個体 、 破片重最l.35kg--:-

50 g =270個体分）穿孔のある脚部について、 2孔のものが 2 個体に対して、 1孔のものが19個体を数え、本址に

おいては圧倒的で、 うち10個体は小形の筒形脚部 、 5 個は筒形脚部のfの形態を示すものである。 ］

160-163は I -V類に付随しないと考え、別に記す。 160は柱状に粘土塊を作り、塊の中央に棒状工具で突いて

穴を穿 ち裾部をつけたものである。 裾部内面はヨコナデか施され、 外面は筒部で縦ヘラミガキ、裾部で 横ヘラミ

ガキ される。 161は筒部が裾部との境界に至るまで柱状を呈するもので 縦ヘラミガキが施される。 162·163はや

や小形で 、 1孔が穿 たれ、 内面はヨコナデ、外面は 縦ヘラミガキが施される。 いずれも前出的様相を呈する。

VI-VIII類は脚部が裾広がりを呈するものである。

VI類(164-179) は 口縁部が直線的に外開あるいは外反し、杯部に段が認められ、 大形でどっしりとした感じを

呈するもので、脚部は裾が大きく開く形をと る。 164は焼成良好、遺存状態も良く完形品である。 杯部は内外面と

もに縦ヘラミガキが施され、 杯底部には放射状にヘラミガキがされ、 脚部外面は 縦ヘラミガキ、内面は途中まで

ヨコナデされ、 頸部は絞ってホゾがなでつけてある。 1 76や178のように脚部内面に横ハケメが顕著に施されてい

るものもある。 ［脚部破片 約40個体］

VII類(180) は これ 1 個体のみの出土で杯底部に穿孔があり大形器台かとも思われるが、 ホゾの剥落した高杯か
� 

もしれない。 焼成は良好で厚手にて重量感があり、 口径 24.0cm、杯部高6.5cmを計るが、脚部は残存状態から故意

に打ち砕かれたものと考えられる。

VIII類(181-225) は、 a-口縁部が直線的に外開またはやや内弯し 、 脚部の裾広かりがVI類 のそれより小 さいも

の(181-183)、 b ー ロ縁部が内弯するもの(184-189)、 C ー ロ縁部が内弯し、 口縁端部に て 短く外反するもの

(190-198)、 d ー ロ縁部が直線的あるいは外反し、 小形のもの(199-206) とに細分した。 182は遺存状態はあま

り良くないが、杯部はヘラミガキが僅かに散見出来、 脚部は 縦ヘラミガキが施され裾端部で 横ヘラミガキになる。

182·184·185·197は杯部内面に黒色処理が施されている。 189は縦ハケメが施され、188·190·191·193·194

は内外面ともにヨコナデ後横ヘラミガキが施され、191 ・195は杯底部のみ縦ヘラミガキが施される。 198は C に入

れたが、脚部に外面から粘土を張り付け補強あるいは修理したと思われるような脚部形態を呈しているのが特異

である。 200は焼成は良くなく、白褐色を呈し胎土に小石粒を多量に含み軽量で 、 杯部内外面に僅かに縦ヘラミガ

キがみられる。 201の杯部は浅形で杯部外面はヨコナデ、内面ヨコナデ後放射状のナデが施され、また脚部外面は

ョコナデがな されている。 199-203にはヘラミガキ技法はみられない。 206は焼成 、 整形が悪く、胎土に小石粒等

多量に含み、器面はボツボツで 赤褐色や白色を呈し、 異質である。

脚部形態についてみ ると、 a—脚部高は 6 - 7 cm、裾径 がll-12cmで反り返るような裾広がりを呈するもの

(216-221)、 C ー大きさは b と同様でふくらみながら裾広がりにな るもの(210·222-225) とかある。 外面の調整
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は縦ヘ ラ ミガキと 、 裾端部で横ヘ ラ ミガキが施さ れるのを 主体と し 、 222は外面横ハケメが施さ れる も のである。

［脚部破片 約60個体］

器台 〔図41 226 〕

ロ 径 7 .2cmを計る小形器台で脚 裾部は欠損 し て いる。端部が内弯する皿状中空の受部と 4 孔の穿孔がある脚部を

も つ。 器面は 荒れて いるが、 受部内面に僅かに ヘ ラ ミガキがみら れる。

小形 丸底土器 〔図41 · 42 227 - 345 · 356 〕

形態的特徴から I - II類に大別 し た。 ・

I 類(227-230 · 356) は体部が浅 い ことから判別できるが、 口 径 が体径 より大 きく 、 口縁部の高さが体部の高さ

より長く 頸部のく び れが著 しく な い も のと した。 356 は内外面に赤色塗彩が施さ れており、 大町市借間49号 住に類

例を みるが、 本址においては1 点の みの出土である。 I 類の出土量は II類に比 し て少なく 、 復 元できた も のは 4

点で、 破片に し て も ごく 僅かである。 230 は 焼成良好で、 内外面と も に ヨコナデが施さ れる も のであるが、 228 と

229の 底部にはハケメが僅かに みられる。 ［破片 1個体］

II類 (231 - 342) は壺形を呈する も のであり、 a -dに細別 し た。 a —壺と い う より甕に近 い形を呈 し 、 口 径 が

体径 より短いか ある いはほぼ同 径 で、 口縁部の 高 さ が体部の高さ より短い も の(231 -263) で、 口縁部が直線的に

外開する も のと外反する も のと ある。 体部は 球形が主体である。 ハケメ による器面 調整が主で、 体部内面には粘

土紐痕の ある も の も ある。 250 は 口縁部内外面 、 体部外面に ヘ ラ ミガキが施さ れる。 b 一 体部が扁 平球で体部の最

大 径 が下 方 に あり、 底部にどっ し りく る も ので、 口縁部は緩く 外開する も のとく の字に外 反する も のとがある

(264 -273) 。 遺存状態は 悪 いが、 ハケメが主体である。 C 一 体部が扁 平球で最大 径 が体部中央に あり、 口縁部が

〈 の字に外反 し 、 口 径 が体径 より短い も の(274) 、 内弯 気味で口縁部外面に稜 線を も つ も の (275 ·277)、 口 縁部か

内弯 し 、 口 径 が体径 より長い も の(278-290) と ある。 275 はB区 出土で この形態は こ れl 点の みで、 頸部には縦

方向にハケメがみ ら れる。 d 一 体部はさ らに扁 平になり、 最大 径 が体部下 方に あり、 口 縁部は長めで内弯する

(291 - 311) 。 297 · 300 は 頸部から体部中央にかけ縦方向のハケメが施さ れ 、 暗文風である。 b -dは 頸部が著 し

く く び れる形態を呈する も のである。

3 12 -3 42は II類に比定さ れる体部であるが、 3 12 -324 は b に、 325 -33 1 は aに 、 332 -3 42は C に分類可能かと

考 えられるが、 一概に い えな いと こ ろ かあるので一括掲載 し た。

3 43 は 口縁部が非常に短く 粗雑な成形で、 また3 44は 頸部のく び れが緩く 、 ナデ調整 し て ある も のの 、 2 個体と

も に aに分類するには困 難であるので別 途に し た。

3 45は法量的には C の形態に近似するが、 焼成が堅緻で 底部は 平底を呈 し 凹面を作り出 し て いる点異質である。

［破片 重量26. 2 kg-:-40 g =6 55個体分］

直 口 壺 〔図42 · 43 346 - 355 〕

ロ 径 は体径 より短く 、 また 、 口縁部は内弯 気味 に外開 し 、 体高より短い 。 体部は 球形に近 いのが主体であるが、

3 46 のよ う に扁 平球を呈する も の も ある。 焼成は良好であるか 、 遺存状態 悪く 調整痕は不 明である。 3 47は体部内

面に粗雑な横ハケメが施さ れる。 3 49 は 口縁部外面は ヨコナデ後縦ヘ ラ ミガキが施さ れ 、 体部に も 僅かに ヘ ラ ミガ

キ痕がみられ、 また体部内面には指頭痕がある。 ［破片 重量5.2kg う ち 底部破片33 個体以上］
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鉢形土器 〔図43 357 - 379〕

形態的に 1- V類に 分類した。

I 類(357 · 358) 器形は甕に 近 いが、 法量、 器面調整及び 口 縁部の形態から本類に した。 口 縁部が強 く 外 反する

もの(357) と緩 く 外 反するもの(358) で体部は 球形 を呈する。

II 類(359 - 36 1) 器形は椀形 を 呈するもので、 口 縁部は短 く 外 反し 、 体部が深 く 丸底 を 呈するもの(359 · 360)

と、 口 縁端部内 面に 面 をも つもの(36 1) がある。 ヘラ ミガキ か 施され、 360 は内 面 黒 色処理される。

Ill 類(362 -369) は所謂杯形 を 呈し 、 口 縁部が〈の字に 短〈外 反し 、 丸底で深 いもの(362) 口縁部が緩 く 外 反 し

丸底で深 いもの(363) 、 口縁 端部が緩 く 外 反 し 丸底で浅 いもの(36 4 - 36 7) 口 縁端部が緩 く 外 反し 平底で浅 いもの

(368 · 369) があ り 、 いずれも ヘラ ミガキが施される。

IV 類(370 - 378) は鉢形 を 呈するもので、 口 縁部がやや 内弯気味に 開 き 平底 で浅 く lll1形 に 近 いも の(370 ·

371) 、 口 縁部が直線的 ある いは内 弯気味で平 底で深 いもの(372 - 374) 、 口 縁部が内弯素縁で 平底に 近 い形 を 呈する

もの(375- 378) があ り 、 3 76 は内 面に 暗文風のヘラ ミガキが施され 、 3 78 は 口 径 が体 径 よ り 短 く 内 弯 し 薄手でヘラ

ミガキが施される。

V類(379) はこの 1 点しかも 15 cm四 方位の破片なので口 径及び器形等定かではな いが、 大形の鉢形 を 呈するも

のと思われ頸部に 縦ハケ メ が施される。

甑 〔図4 3 · 44 380 -39 1 〕

出土量は少な い。 単孔のものと 多 孔のものと2 種 あ り 、 単孔のものでも 中 央に 1 孔穿 つのも(380 - 388) と底部

を形 作らな いもの(389) とがある。 多 孔のものは3 90 · 3 91の2 個体の みの 出土で、 3 91は残存部分は約 2 分の 1

で、 口 径20.4cm 、 胴部径26 .0 cm、 底径9 .6 cm、 器高2 .32 cm を 計 り 、 把手の部分は剥脱して無い。 焼成は良 好で内弯

する素縁 口 縁 部の 内 外面に は柚ハ ケ メ が巡らされ 、 胴部は粗雑に 荒い縦ハ ケ メ が施される。 初期須 恵 器との関 連

に おいて韓式 系土器の影咄が考 えられる。

手捏ね土器 〔図44 392 -4 11〕

出 土 し た も の は す べ て 図 示 し たc そ の 擬 似 形 態 か ら、 a — 蓋 形(392) 、 b —甕 形(393) 、 C 一 壺 形

(394 - 396) 、 d ― 鉢形(397-404) 、 e — 深鉢形(405) 、 f 一 椀形(406 · 407) 、 g — 台付形(408 · 409) は底部 中 央

に 穿孔があ り 上部の 器形は不 明である。 h 一 高 杯形(410 · 4 1 1) 、 とに 分類される。 3 93 の 内 面に は爪跡 か みられ

る。 400 · 40 1は縦ハケ メ が施される。

(2) 須 恵 器 〔固44 4 12 · 4 1 3〕

出土量は非常に 少な い。 古墳時代に 比定される破片が2 片と、 他に 平安時代以降と思わ れるものが数 片 出土し

1' 
ヽ 0

412は甕の 口縁部片で口 径は30 cm程に なるもので、 大 き く 外反する 口 縁端部は丸味 を 帯び そ の下 に 一 条の 突帯が

巡らされる。 焼成は良好堅緻で、 内面に 深緑 を 帯びた釉が破 片 全体に 広がって いる。

41 3は壺 ある いは甕の胴下部片と思わ れる。 細 か い 格子状叩 き文様か 施され 、 内 面は縦ハケ メ 調整される。 焼成

は良 好であるが、 胎土に 僅かに 小石粒 を 含 有する。 2 片 共に 初期 須恵器の様相 を 呈してお り 、 本址の編年的位置

を 知る う えで重要である。
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図30 枡下居住域遺構出土土器分類図(1) (Scale= 1 : 8 )  
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図31 枡下居住域遺構出土土器分類図(2) (Scale = 1 : 8 )  
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図32 枡下居住域遺構出土土器分類図(3) (Scale = 1 : 8 ) 
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図37 居住域遺構出土土器実測図(5) (Scale = 1 : 4 )  
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(3) 土坑 出 土 の土師器

2 号土坑(B 区）〔固45〕

出土 羅は少な 〈 、 い ずれ も 遺存状態は良くない。

甕(1 ) は口径 約18cmを計 り、 口縁部が短く外反す る も ので 、 本址分類 のII類 に比定 さ れ る。 高杯(2 - 5 )  

は、 2 は口縁部か はぼ直線 的に外開し、 II類 aに比定出来、 脚部は3 · 4 が C に 、 5 は筒部 の境界がなだらかで

e に比定 出来る。 小形丸 底(6 ) は復元でき た も のは1 点で 、 口径9 .8cm 、 頸部径8 . 5cm 、 体径 10.4cm 、 器高8.3cm

を計 り、 形態的には II類 aに分類できる が 、 古い様相を呈 す る も のであ る 。 7 は小形器台の脚部 片で杯底部 中 央

に穿孔かあ り、 脚部には3 ケ の穿孔か う が たれ、 内外面共に縦ハケメが施される 。

3 号土坑(B 区） 〔図45〕

出土 鼠は少な いが 、 完形 の小形 丸底地か出土し特筆できる 。

高杯( 1 - 5 ) 1 は直線的に外開す る 口縁部を呈し II類 b に 、 2 はやや厚手で I I類 aに比定 出来る。 い ずれ も

縦ハケメ後ヘラミガキが施さ れ る 。 3 は筒形 の b 、 4 は筒形 の d 、 5 は裾広か りの b に比定できる。

小形丸底(6 ) は ぽ完形品で 、 口径 8.4cm頸部径 6.8cm 、 体径 8.9cm 、 器高8.3cmを計 り、 II類 aに比定 出来る。

直口壺(7 - 9 )  3 個体と も に完形品で出土した。 7 は体径 に比して 口径 が短く、 口縁部及 び体部内面にハケ

メがみられるが 、 整形はやや粗雑であ る 。 8 は口縁部が 薄手で大きく開 ぎ 著しくく びれる頸部と 扁 平球の体部を

呈す る も のである。 9 は胎土に小石粒を 多 量に含有し、 内 弯 す る 口縁部と球形 の体部を も つ も のであ る 。

手捏ね土器(10) 1 点 出土し無頸壺を呈 す る も ので C に分類 さ れよ う。

：
 

□ lO 
0 5 cm 
I ' I, I ,- 』-J

□
口

‘ 、

I
万
／

／

3 号土坑 '― ’― ―�, ' I 

8
 

10cm 

図45 土坑出 土土師器実測図(Sca le= 1 : 4 、 10のみ 1 : 2 )  
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(4) 石 製 品 〔 図46〕

出 土量は少なく 、 すべて図示 し た。

石釧 〔 l 〕

約 4 分の3 を欠損して いるが、 現存部位より環体幅 1.0 cm 、 下 底幅0 .8 cm、 環体 高1.9 cmを測 り 、 復元によ り 外 径

7 .8cm、 内 径5.8cmの推定値を測る。 刻 みは斜面の みで、 側 面の無文帯との境 界には横に1 条の沈線が入って いる。

型式的には蒲原分類の II a 型 式 、 刻 みの断面形態 a2に 当てはまるもの と 思わ れる（蒲原 1987) 。 上 端部はやや磨耗

して いるが、 全体に丁寧に研磨されている。 緑色凝灰岩製。

勾 玉 〔 2 - 4 〕

いずれも 滑石 製で、 3個とも両側から穿孔されて いる。 4 は扁 平勾玉である。

管王 〔 5 〕

破 片の みであるが、 2 孔穿たれて いる。 濃 い 緑色の凝灰岩 製である。

石製品 〔 6 〕

用 途不明の石製品破 片である。 破損 面以外は細 か い 多 数の擦痕 か認めら れ 、 全体に研磨 し て ある。 石 質は滑石

系で非常に脆く 細片剥離 し 、 爪でも傷がつく 。

4 

い
＾ ··' 

’― ― ’ ’  10cm 
I 

図46 居住域遺構出土石製品実測圏(Scale = 1 : 2 )  

3 

居住域逍構出土石製 品(Scale=; 1 : 1 )  
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(5) 石 器 〔図47 -48〕

殆どがA区からの 出 土であ る 。 出 土量は敲打器が圧倒的 に 多く 破片 も 含 めて74個 、砥石は大小合わせて11個、

凹石6 個 、乳棒状小形磨石2個 、 さ らに石器といえる かどうか扁 平丸石が20個 出 土 し た。 うち古墳時代に共伴す

る か 否かは定かではない も の も あ るが 、 敲打器については代表的な形状の も の を 、 他の石器については可能なか

ぎり図示す る ことと し た。

敲打器 〔 1 -15〕

こ こに図示 し た も のは形状の 良い方であ り 、全体的に握り易く 、 ま た材質は硬い も の • 重いもの を 選び 、自然

石の両端 を 利用 ・ 使用した も の と 思われ る 。 1 は断面が扁 平で小判形 を 呈す る 。 2- 4は断面 が扁 平で小形の も

の 、 5- 7 は断面は扁 平から楕円に近く なり、 小形で乳棒状 を 呈す る 。 8 -14は断面は楕 円が主体で大形にな る 。

15 は断面が長方形で四 限に擦痕が認めら れ る 。

砥石 〔 16 -24〕

16 は研磨痕は一面で、 一部 に 荒い数状の擦痕 が あ る。 17は 頁 岩製で全体に 研磨されてい る。 18 は砂岩製 、 乳 白

色 で全面研磨さ れ るが、 使 用痕著 し いのは一面であ る 。 19 は所謂砥石の概念と し ては捉えられにく いが、二面に

数状の 条痕が認められ るものであ る 。 20 は砂岩製で全面によ 〈 研磨さ れ き め細かい。 21はほぼ全面に研磨さ れて

い るが一面に斜めの擦痕 かみられ る 。 22は研磨痕は一面で一部 に 荒い擦痕が認められ る 。 23 は両面に使用痕が認

められ る 。 24は頁 岩製で非常にきめ細かく 硬質の重量感があ る も ので両面に擦痕 と 叩 き痕が認められ る 。

打製石器 〔25 -26 〕

25 は両端が石斧状に調整さ れており 、やや磨耗 し てい る 。 26 は砥石破 片の再利用のようで、 調整痕が認められ

る 。

磨石 〔27〕

小形で乳棒状 を 呈 し 、他に同類の も のが一点 出 土して い る 。

凹 石 〔28 -30 〕

い ず れ も 片面に凹 みが認めら れ る。 30 は両端に 叩 き痕 か みら れ る 。

砥 石
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図47 居住域遺構出 土石製品実測図(1) (Sca le= 1 : 4 )  
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(6) 弥生時代の遺物 〔固49〕

出土量は少な く 、 復 元できたも のは可能な 限り図示 し た。

甕 〔 1 - 3 〕

1 は焼成は良好で、 口 縁部から胴下 半部まで粗雑に波状文が施文され、 以下 底部までは縦ヘラミガキされ 、 内

而は横ヘラ
・

ミガキが施される。 2 は縦ハケ後 波状文が施文され 、 内面は横 ヘラミガキ か 施される。 3 は6 ト レ ン

チから の 出 土で完形 品では あるが、 遺存状態 悪 く 器 壁面はザラザラで、 波状文を 施文後 頸部に廉状文を 施文 し て

ある。 いず れも箱清水式に比定される。

高杯 〔 4 - 7 〕

4 は 口縁端部と脚部を欠 く が内外面 共に赤色塗彩される。 5 も 赤色塗彩されるも ので脚部を 欠 く 。 6 は杯部を

欠 く が、 杯部内外面と脚部 の外 面に赤色塗彩が施され 、 三角窓が3 ヶ 所穿孔され 、 ヘラミガキが施される。 裾部

内 面 に 横ハ ケがなされる。 7 は杯部 内外面 、 脚部外面に赤色塗彩されるが遺存状態は 悪 く 、 杯部は薄 手である。

浅鉢 〔 8 〕

底 部外 面を除いて赤色塗彩され 、 内外面横ヘラミガキが施される。

磨製石包丁 〔 9 〕

C 区石列出土で安 山 岩 製。 穿孔は2 個で両側から穿って ある。 約6. 5cm前後のものと思わ れる。
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図49 弥生時代遺物実測図 (Scale= 1 : 4 )  
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3 小 結

昭和62 年度から継続実 施 し て きた石 川 条里 遺跡の調査成果に ついて報告 し て きた。 こ こでは特に 平成元年度に

実 施 した 「 枡下居住域遺構」 を中心に 総括 したい。

検出遺構に つ い て

拡張区に て検出 した微嵩地は 、 検出部分で一辺約60m と なる。 C 区に て 検 出 した微高地の形態から 、 一辺60m

以上の隅 丸方形を呈する も の と 思われ 、 低地部への落ち込 み部分は切削に よ り 整地 し て いる可能性 も ある。 薬師

山 よ り派生する尾根が低地部に 変換する 自 然地形を巧 みに 利 用 し ている。 西側は中段 ・ 下 段 と 僅かな段差を も ち

平坦面を形作って いる。 これ よ り 南は ト レ ンチ調査の成果から も 明らかに 低湿地帯 と なり、 U間）長野県埋 蔵文化財

セン タ ーの調査 した 「大溝」 区画遺構 と は連続性を もたない。

C 区に て検出 した集石遺構は居館跡に 見られる よ う な貼石ではない。 先述．した と おり築堤的な 施設の可能性か

考 えられる。 微高地西南隅を保護する防護堤 と するなら ば、 県埋 文セ ン タ ー 調査地 と の間の低湿地部分が千曲 川

の増水に よ り氾濫原 と なり、 その 流水の方向に 対 し て 築か れ ている と も 考 えら れる。

出土遺物 に つ い て

A区を中心に 出土 した 多量の土器群は 、 ある一定期間内の連続 した一 括資料である。 時期的に は 、 鉢形の小形

丸 底土器 と 小形 器 台 か減少 し 、 壺形の小形 丸底土器が盛行する段階 、 高 杯の 杯部 口縁が直線または外 反 し 、 長脚

の 筒形脚部形態を示す I · I I類が主体 と なる段階 と し て 、 畿内に おいて は寺沢編年の布留 4 式併行が主体 と なる

が、 布留3 式併行に まで遡る可能性の ある土器 も 若干 見受けら れる（寺沢1986)。 県内では宇賀 神編年 Ill期の新 し

い と ころ あるいは須恵器出現以降の初期段階 と いえ よ う（宇賀神1988 、 1992 ) 。 善光寺 平に おいては駒 沢新町逍跡l

号 祭祀遺構出土資料に 併行する と 思われる。 A 区で共伴する須恵器 2 片は 、 甕の 口縁部形態や甕（あ る い は大形

鉢 ？ ） 胴部破片の格子状 叩 き技法から 、 きわめ て 初期段階の須 恵器 、 和泉陶 邑編年 T K 73 型式古段階 ～ 新段階の範

疇に 含まれる も の と 思われる（田 辺1981他） 。 よ っ て 枡下 居住域遺構出土土器群は 、 善光寺平に おいて 初期須 恵器が

出現する前後の時期が主体 と な ろ う 。

県埋 文セン タ ーの ご配意に よ り整理中の高速道調査地出土資料を実 見する機会を得たが、 鉢形の小形 丸底土器

微高地全景 ( B · C区、 南西か ら ）
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図50 他住居跡出土土器組成 と の 比較 （実測 図発表分のみの比較）

が多い等、 当遺構出土資料に 若干先行する様相が看取された。 未だ整理途上 のため詳細な報告はされておらず 明

言できないが、 当遺構との関連に おいても その成果が待たれる。

土器 出土状 況はA区を 中心と し て 落ち込み面一面 に 密集 し 、 約 4 0cm前後の 厚い 包含 層の 中でも大 き く 3 層に 分

層できる ことは既述 し た。 土器の投棄を伴 う 祭祀的な 出土状況とい う よりは、 居住域に おける一定期間内の連続

する廃棄を想定できる。

土器出土総量は 、 前章に おける破片からの推定値を基に 約2 , 000個体 と 推算 し た。もっとも これは 目 安に しかな

らない。

器種構成比率と して高杯が約 3 割5 分 、 小形丸 底土器が約3 割を 占 め その数が多い。 ま た壺と甕に ついて合わ

せて約 2 割と 多い ことも 見逃せない。 図5 0に 挙げた比較 図は、 実測 図に 掲載されている 資料の みの 、 ま た時期的

に も若干後 出段階の住居跡 出土賓料であり、 曖昧な条件下での比較となるが一応の 目 安と し て考えたい。 もち ろ

ん壺 ． 甕類が5 割程度を 占 める住居跡も 多いか、 浅 川 扇状地遺跡群牟礼バイ パ ス B地点3 · 14 号住居跡等は、 壺

甕類が3 割に 満たない（長野市教委1986)。 高 杯 • 小形丸 底土器の 多 最 出土をもって祭祀的 遺構を考える ことも可能

では あるが、 当調査区と同様な組成を有 する居住形態を示す 遺構が存 在する ことを否定できない 以上 、 祭祀と

即断する ことはでき まい。 む し ろ 該期の土器が内 包する器種組成の特 質と し て把握する ことも可能であ ろ う 。 今

後 資料の蓄積を待ってさらに 検証する必要がある。

石製品の 中では石釧の 出土に 注 目 し たい。 形態的に は蒲原分類の I I 一 知 型 式とな ろ う （蒲原1987)。 石釧の性格

上形態の みに よる考察は 多 分に 危 険を 牢 むが、 管 見に よる 県 内の類例 は 、 須坂市鎧塚l 号墳2 例 （共に II - a 型

式） ・丸子町鳥羽 山 洞穴辿跡 1 例( II - a 型式） ・ 同町社軍神遺跡 （未製品） • 更埴市生仁遺跡l 例( II - a 型式）、 そ

して石川 条里逍跡は県埋 文センタ ー 調査地3 個体 、 当調査区1個体である。 古墳出土2 例 • 生産遺跡出土l 例 ・

祭祀 その他遺跡6 例となる。 全国的に みても古墳や玉作遺跡以外から出土 し た例は稀少で、 福 岡 県沖 ノ 島 祭祀遺

跡例を除け ば長野 県の みである。 問題となるのは 、 石川 条里 遺跡出土の 4個体は車輪石や勾 玉も含 めて そ の性格

とは何かである。 集 落 内溝跡から出土 し た千 曲 川 対岸に 位置する生仁遺跡例も 、 ほぼ同様な性格と考えたい。 現

状で確認されるものが古墳 • 玉作遺跡 ・ 祭祀遺跡の みであ り 、 居住形態を示す 遺構からの 出土例が知ら れていな

い 以上 、 祭祀逍跡と しての石釧を考えるのが最も妥 当であ ろ う 。 し か し 祭祀的色彩の強い 遺物の 出土をもって祭

祀遺跡とする ことに は若干の危惧を禁じ得ず 、 さらに 詳細な分析 ・ 検討が必要とな ろ う 。
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図51 調査区周 辺概念図 (Scale =1 : 3,000) 高速道調査地は01机長野県埋蔵文化財 セ ン タ ーの ご配慈に よ る 。

周辺古環境の復元

ト レ ン チ調査の成 果と標高分布図、 プラ ン ト ・ オ パー ル分析結果をもとに2 ,500 分の 1 の地形図を 10 ,000 分の 1

に 縮小した図に おいて微高地 ・ 低地等の古環境に ついて推定復元した （図51· 52)。 堤防完備以前に は千曲 川 氾濫

の度に 冠水したが、 その範囲は常に 限られるという話からも 、 千 曲 川 後背湿地の 中で氾濫に よる冠水の範囲を往

時の低湿地帯と 考 え 、 水害を 免れる微高地に 居住域遣構 占 地の状況を想定する ことに は無理はない （長野市教委

199 1) 。 低湿地帯の土地利 用過程に ついては、 プラ ン ト ・ オ パー ル分析結果から、 比較的乾いた土壌 条件から千曲

川 氾濫増 水と思わ れる冠水を経て低湿地帯となり、 水 田 経営へと移行してい く 状 況が椎定できる。 な お 、 当 調査

地の北西方向 2 ヶ 所に 古墳状の微高地を認める ことができるが、 詳細は不 明である。
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調査区周 辺古瑣等一院表

書

名 称 立 地 墳 形
号

l 姫塚古墳 尾根 上 前方後方墳
2 川柳将軍塚古墳 尾根端 前方後円墳

3 飯綱社古墳 山 腹 円 項
4 四野宮将軍山 古 墳 山 頂 円 墳
5 中郷古墳 尾根端 前 方 後 円 墳
6 八幡宮古墳 山 麓 円 墳 ？
7 越将軍塚古墳 山 腹 円 墳
8 赤 田 大塚古墳 丘陵上 円 墳
9 田 野 口 大塚古墳 丘陵頂 前方後方墳
J O  （松 ノ 山 窯跡） 丘陵中
- - - ---------·  —— ---- ----- - - - - - - -- - - -- -
I I  湯 ノ 入 1 号墳 山 頂 円 墳
1 2  宮下 1 号墳 山 腹 円 墳
1 3  大 田 和 1 号墳 山 腹 円 墳
1 4  城古墳 尾根端 円 墳
1 5  虚空平 2 号墳 山 麓 円 墳
1 6  鐙坂 3 号墳 尾根上 円 墳
1 7  丸山 4 号墳 山 麓 円 墳
1 8  池の上古墳 山 腹 円 墳
1 9  八 ッ 塚古墳 ？ 尾根端 円 墳 ？
2 0  八 ッ 塚 1 号墳 山 麓 円 墳
2 1  大 伯 母古墳 山 腹 円 墳
2 2  小 日 向古墳 山 腹 円 墳
2 3  秋葉山古墳 山 腹 円 墳
2 4  鶴萩古墳 山 麓 円 墳
2 5  長谷平古墳 山 麓 円 墳
2 6  城 山 古 墳 尾根端 円 墳
2 7  東谷古墳 山 麓 円 墳
2 8  塚穴古墳 山 腹 円 墳
2 9  篠山古墳 山 腹 円 墳
3 0  白 山塚古墳 丘陵上 円墳

枡下 「居住域」 遺構の性格

法 量 1ml

全長 i 比高

3 2. 0 
9 3  0 

1 6 . 5  
3 2 . 0 
5 3 . 0 
1 7 . 0  
3 3 . 0 
3 2 . 0 
3 9  0 

, - -----

1 5  I 
5 .  5 
1 . 0 
1 . 0 

1 4  0 
t t . 3 

1 5 、 O
3 0 ? 

1 1 . 0  
5 6 
i. 0 

1 5 . 5  
1 5  5 
1 3  6 

1 0 
(3, 5 
6 0 

3 5 
1 0  0 

1 5 
3. 7 
4 5 
5 2 
6 7 
7 2 
4 0 

• 一 ー ・ 一

2. 5 
I 8 
3 0 
2 3 
5 0 
3 4 

3. 0 

2 5 
1 0  0 

I 9 
2 9 
2 7 
2. 9 
2 4 
4. 5 

外部施設 内部施設 遺 物 傭 膏

国指定史跡
葺石 、 段築 ？ 竪穴式石室 内行花文鏡等鏡 、 銅鏃 ． 筒 形銅器 、 刀剣 、 国指定史跡
円筒埴輪列 ？ 車輪石等石製品 、 玉類 ， 埴輪円 筒棺等

竪穴式石室 ？ 漢式鏡 、 直刀 、 鳥具 、 玉類 、 土器等

葺石 ， 段築 ？ 竪穴式石室 ？ 市指定史跡
竪穴式石室 捩文鏡 、 鉄剣 、 玉 類等

葺石 、 周溝 、 段築 竪穴式石室 鉄片 、 玉類 、 埴輪 、 土 師器等 （鏡 ？ ） 市指定史跡
葺石
段築 竪穴式石室 ？ 市指定史跡

窯体内 酸化焔焼成須恵器 ( T K 4 7 型式併行）
-------- --- ------ ------------- -------- ------------------------- ----- -----------

横穴式石室
横穴式石室
横穴式石室
横穴式石室 大刀 、 鉄鏃 、 金環 、 馬具 、 釘 、 須恵器等 市指定史跡

土石混合 横穴式石室 市指定史跡
地元古老 の話に よ る

横穴式石室 直刀 、 金環 、 玉 類 、 須恵器等
横穴式石室

積石塚 ？ 横穴式石室 ？
横穴式石室

土石混合 横穴式石室 市指定史跡
横穴式石室
横穴式石室

直刀 、 金環等
横穴式石室
横穴式石室 玉 類等
横穴式石室 直刀 、 須恵器等

当調査区にて検出した方形状の微高地や集石遺構 、 そ れに伴い 出土した 多量の土器群 • 石製品な どは何を示し

ているの で あ ろ うか。 多量の高 杯• 小形丸 底土器 、 石釧 • 勾玉• 木製品等の 出 土など祭祀 と の関連を示す要素は

ある。 県埋 文セ ン タ ーの高速道調査地では 「大溝」 区画遺構 、 鳥形 木製品や石釧等石製 品の 出 土 、 土器 出土状況

等によって祭祀場の可能性を提起している。 また 「大溝」 区画遺構や 当調査区での掘立柱建物跡等によ り 、 近年

検出例の増 えている崇族居館跡の可能性 も 指摘さ れている（三上他1989) 。

こ こで古墳時代前期から中 期にかけて検出さ れる土坑• 河道 ・ 溝• 落ち込み等や 、 そ れに伴う土器や祭祀的 色

彩の強い 遺物を 出土する遺跡について触れたい。 奈良 県布留 遺跡は 、 「布留式土器」の標式遺跡 と さ れながらも そ

の実態については 明確にさ れていない。 「布留溝」より出土した刀 剣装具等の 多量の木製品は 、 その出土状況や残

存状 況から祭祀に伴う も の と さ れている。 また大型掘立柱建物跡や貼石遺構等は豪族居館跡 と 考えられている（岡

田 199 1他） 。 纏向遺跡（群） は 、 河道や 「纏向大溝」 、 導水遺構等が検出さ れている。 居住 施設 と しては竪穴 住居跡

が 1 軒知られているにす ぎず 、 小規模な掘立柱建物跡 と 思われる ピ ッ トが多い 。 遺物は搬入さ れた土器を始め と

して祭祀的色彩の強い弧文円板や特殊埴輪等が出土している。 この地域は 、 複数の河道 と 箸 中 ・ 太 田 等の微高地

および纏向石塚等の古墳が有 機的に結びつ き 、 軍事的 • 都営的 ・ 市的機能を内包する一大集落 と なる可能性が指

摘さ れている（石野他1976 、 寺沢1984他） 。 最古の庭状特異遺構 と して話題になった三重県上野市城之越遺跡は、 石

貼溝逍構や井泉が検出さ れた。 溝埋 土下層からは 4 世紀後 半代の布留 式土器群（高杯• 小形丸底壺が 多 い と い う ） や

剣形等の 木製品が出 土し 、 祭場 と 初源的な庭の両性格を持った性格を想定さ れている（倉 田 199 1他） 。 この他愛媛県

出作 逍跡等関連する逍跡は 少なく ないが、 これらの 遺跡 と は状況の相違から単純に比較はできない も のの 、 該期
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調査区よ り
川 柳将軍塚古墳 を望む

に おける関連遺構として共に 考慮すべ き必要がある。

調査区よ り
四野宮将軍 山 古墳
中郷古培 を望む

当 調査区に ついて 、 祭祀的な要素 を認めながらも そ の内 包する 危険性に ついて は 前述したとおりである。 A区

を中心とする土器の 出土状況や掘立 柱建物跡の存在 、微高地防護堤たる集石遺構等 、 「居住域」として梢極的に 否

定されるものではない。 石釧等の祭祀的 色彩の強い遺物の 出土に 関しても 、古墳造営に 何らかの形でかかわる「居

住域」 と考 える ことも不可能では あるまい。 竪穴住居や掘立 柱建物とは異なる 、 検 出 面に そ の痕跡 を 残さない建

物等 、 若千異質な居住形態の在 り 方 を 想定する ことも必要とな ろ う。 そ れ ゆ え現状では付近に おいて該期の集落

が検 出されていない こと を 再考する必要がある。 川 柳将軍塚古墳 を 始めとする大形 古墳造営に かかわる労働力 を 、

奈辺に 求めるべ きであ ろ うか。 資料的制約が大 きい ながらも 川 柳将軍塚古墳に ついて 4 世紀後半に 位置するであ

ろ う ことは大方の研究者の一致した 見解である。 4 世紀後半から5 世紀前半に かけての 限ら れた時間幅に あって 、

川 柳将軍塚古墳 あるいは中郷古墳と 、 若干の時 間のず れがあるようだか高速道調査地の 「大溝」 区画逍構と枡下

居住域遺構か存在している こと こ そ 重要な要素ではなか ろ うか。 仮に 「大溝」 区画 遺構 を 含 め当 調査区に 居館跡

あるいは他の特 異な居住 施設 を 想定するとすれ ば、 川 柳将軍塚古墳 • 中郷古墳等の 前 中期古墳との有機的な繋が

り を 勘案する ことも可能となる。
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多 く が仮定の上に 立 っ た 推 測 の域 を 出 な い か、 遺構 ・ 遺物の性格の 中 に 祭祀 に か か わ る 要素 が存在す る こ と を

否定す る も の では な い。 「祭祀」 と す る 前 に 、 ま ず は そ れ を 一部 に 内 包 し た 居住施設 と し て の機能に 関 し て 注意

を 払 う 必要があ る こ と を 提起 し 、 こ の よ う な視点か ら 当 調査区の み な ら ず該期 の 関 連遺構に つ い て も 再考 の 余地

が残 さ れ て い る こ と を 確認 し た い。
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